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1 ．はじめに一本研究 の 背景一

　日本の 「まちづ くり」 に相当す る活動の こ とを 台 湾 で

は 「社 区総 体営造」 或い は 「社区営造」 と呼ん で い る．
しか し，ひ と くちに

’
「社区総体営造亅 と言っ て もそ の 活

動 の 内容 は 多 岐 に 渡 る ．黄
1）らの 定義 に も と つ く と ，

r祉区 総 体営 造」 の 活 動 には、以 下 の ようなもの が含 ま

れ る．そ れ は，  文 化 財 の 保 短 活 動   原 住 民 （少 数 民

族）に関する 文化活動   客家に 関す る文化 活 動  自然 環

境の 保 護や 生態保全 に 関す る 活動 ，  コ ミ ュ ニ テ ィ の 発

展   台湾 に 関する 文学  地方文史 （郷土史再発見に 関す

る ）浩動 及 び それ に 関す る フ ィ
ー

ル ド ワ
ー

ク な どの 活動

  民間に よ る文化芸 術 に 関連す る諸活動，などで あ る．

　台湾で 正 式 に 「祉 区総 体 営 造亅 とい う言葉が 使われ る

よ うに なっ たの は ，
1994 年 10 月 の こ とで ある．台湾 の

中 央 政府 の 行政院文化 建 設委員会 〔：）が，　f社 区 総体営

造 」 と名 づ け た政策を提出 した こ とに 始ま る．こ の 「社

区 総体営造亅 が政策 と して 政府 に よ っ て 推進 され て 行 く

まで に は ， それ ぞ れ の 地 方に お け る 草の 根 レ ベ ル で の さ

ま ざま な 試行錯 麒 ，ま た，地 方政府文 化局 などの 試行錯

誤 の プ ロ セ ス があ る と言 わ れ る．例 えば、1980 年 代に 台

湾西部の 鹿港や台北市 の い くつ か の コ ミュ ニ テ ィ で の公

害 反 対 運 動 や環 境改善 の た め の 活 動 が起 こ っ た．ま た，
1990 年代 初頭 には ，台湾東部，特 に 宜蘭県にお い て ， 住

民参加 型 ， 或い は住 民主体の 村お こ し ・まちづ くり 的 な

「祉区 （総体）営造j とい う運動が行なわれて来 て い る．

　 1999 年に 9 月 21 日起 こ っ た 921 大地震か らの 復 興

の 過程 に お い て も 「社区総体営造 亅 は重視 され て い る．
と りわ け ， 震災復興の た め に 成立 した行 政機 関 で あ る九

ニ ー震災災後重建推進動委員会 （以下 ， 重建 会 と省略 す

る 》 を 初 め とす る台湾の 公 的機関は，住宅 再建 や 生 活 再

建 とい うこ と とと もに ，社区総体営造 を震 災復 興 の た め

の 重 要 な方向性で あ る と考 えた ω ．こ の こ とか ら，台湾

は 震災復興が 単に ハ
ー

ドと して の 建 造物や ， 都 市 ・農 村

の 再建 に 終始 す る も の で は な く，地域 の 文化再 生や 被 災

者の 心 の ケ ア な ど を も含 めた 震災復興まちづ くりを行な

っ て 行 く こ とが台 湾 に とっ て 必 婆で ある とい うこ とを公

部門 ・民 間共 に認 め ， そ の 方向に 向か っ て 震災復興を推

し進め て 来 た とい う こ とが書 える．

　 と こ ろ で 、台湾 の 震災復興 とい う文 脈にお け る社 区総

体 営 造 を 英 語 に 駅 す と
”rntegrated　 C。mmunity

Reconstruction
”

と な る
ω ．以 前の 社 区 総体営 造 に 関 し

て は、英訳 と して 、
”

Integrated
”

とい う単語 が使わ れ

る こ とが少 な く
”
COtrununity　 Runessance”な ど と駅 され

た ω ．震災以前 と震 災以後 の 社 区総 体営 造の 大きな違い

に っ い て，筆者自身 は 以下 の よ うに考 えて い る．

　 震災以 前の 社区総体営造は ， 各 コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て J

単体の 問 題 を 見つ け出 し，そ の 問題 を克服 す る こ とに よ

っ て住 民 が 自信 を つ け解決 して い くとい う単体的 ア プ ロ

ーチ が 多い よ うに 思 わ れ る．例 え ば先住民族の 文化の 再

建，コ ミ ュ ニ テ ィ の 生 活環境の 改善，或い は，故郷 に と

っ て 基盤 とな る 産 業 を創 出 しよ うとい う運動 な ど，コ ミ

ュ ニ テ ィ にお ける問題意識 と目標が 比較的単
一的 ， シ ン

プ ル な様相 を呈 して い た ts）．と こ ろ が 、震災以 降 の 台湾

中部 の 被災 地 にお い て は。痰災を経験 した こ とで ， 地域

が潜在 的 に持 っ て い た 複合 的な問 題
一

例えば，農業問題，
先住民族 の 問題，民族間の 対立の問題 ， 高齢化 問題，女

性 問題 等一が複合的 に 露呈 した形 とな っ て しま っ た．従

っ て，震災復興社 区総体営造 は，以前の 社区総体 営造が

処 理 して い た よ うな シ ン プ ル な問題意識 で はそ の 問題 を

処 理 で きな くな っ て しま っ たよ うに 思われ る．こ の よ う

な震 災で 露 呈 した 複合的な問題 を，震災復興社 区 総体 営
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『グ ロ
ーバ ル ア ク セ ス （昭 文社）』p．14 の 地 図 を使 用 し笹者が 作成、地図 中の 番 号 は 表 1 の 番号 に 対応 して い る

　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 1台湾震災復興ま ちづ くり分布図

　　　　　　　　　　　　　　　 衰 1 台湾震災復興ま ちづ く り分 布表 （現 状編 ）

鰓

番号

社区の

名称

活勘内寝の 概観 腿

祷号

社区の

名称

活助内響の 概観

1 羅子郷 震災後発生 した土石 流に よっ て 破壊

され た 自然環 境 を 守 るた め 住 民 が

「以 工 代賑亅 で 植林、花植え。

12 華山鎮 カ フ ェ を使 っ たま ちお こ し。この 地城で栽培 さ

れ る コ
ーヒーは、植民 地時代 に 日本 人 によ っ て

開 発 され た品種。
2 泰安郷、

蘇魯社区

921大地 震 とそ れ に 続 く桃芝 台風の

復興の 為、住民が 自ら環境保全型エ

法 で 河川整 備。

13 大潸境

農場

震 災直後か ら始ま っ た 自立 的 ・自律的 な コ ミ昌
＝ テ ィ と、外部 の ボ ラ ン テ ィ ア との 協働 に よ る

環境改薯活動。
3 口月潭

徳化社

少数民族、サオ族の 伝統的工 法 を使

っ た住宅再建 。

14 阿 里 山郷

．逮邦

植物 か らの 糸作 り、糸の 染色．織物 作成 とい う

少 数民族・布 農 （ブ ヌ ン ）族 の 文化 再 生 活 動

と、織 物技術を記録 として 残す文化活動。
4 阿 里 山郷、

山 美社区

少 数 民族 。鄒 （ツォ ウ）族の 伝統的

生活 再生 とエ コ ツ
ー

リズ ム 。
15 暴安郷

象鼻社 区

防災ま ちづ く りコ ミ ュ ニ テ ィ 活動。

5 埔里 嬢

桃 米社区

住民が 地城 の 生鱶系にっ い て学 ぷイ

ン タ ー プ リター養成諺座で 資格 を取

得 しエ コ ツ
ー

リズム の 推進。

16 霧 袿 ・茹

担 工 作室

先住民族、タイ ヤル ・サイ デ ッ ク族 の 伝統的織

物再 生 。
そ れ に 伴 う女性 に就業 訓練 と雇 用創

出。女佐逮は民族 文化に 対 して 自僭。
6 竹 山鎮 伝統的産 業の 竹製品を トマ トの 包装

に 用 い 、商 品に付加価 値 を付 与。
「竹山 トマ ト亅 は有名 に。

17 水 里 郷 、
永興村

自主防災コ ミ ュ ニ テ ィ 。避 難劉 練の 微底化 に よ

り、震災後に 起 こ っ た台風の 際に、1人の 被災

者 も戯 さなかっ た コ ミュ ニ テ ィ。
7 魚 池郷

大雁 村

ビ ン ロ ウ栽培過多の 産 業か ら、紅 茶

載 培 へ の 産業 転換 。 大 雁 ア ッ サ ム は

植民地 時代に 開発 され た。

18 中 寮 郷 、
龍安村

展災直後、住民 自身 の 力 に よっ て 救 難 ・救助活

動 をい 多 くの 人 々 を 救 い 出 した コ ミ ュ ニ テ ィ。
台湾大学の 授業で も取 り上 げ られた。

8 大 湖郷 観光農 園 ｛苺｝ の 経 営 と苺 酒 の 開

発。土産の 販 発 場所 に、歴 史的飾 値

の ある農会の 建造物を活 用 。

19 竹 山 鎮 、
瑞竹社区

地 域住 民 が定期的な会纏 を開 き、住民参加に よ

る防 災 マ ッ プ作成 を行な っ た。

9 信 義郷 過疎 化の 進 む 村 の 特徴 を逆 手 に と

り、若者の 都会 で の 仕事 の 経験 を生

か す。地 元 の 梅農 家 と共 同 で梅酒 を

開発，悔中心 の ツーリズ ム 。

20 石岡郷 地域 の 女性逮 に よ る客家 （ハ ッ カ）料理レ ス ト

ラ ン の 創業と経 営。地 域の 女性 達の 演劇 へ の 参

加 活 動 に よる心 の ケア。新 しい ブ ラン ドの 梨 の

開発 と女姓連に よ る営業活 動。
10 鹿 谷郷

小 半天

村 の 人々 が 自主的に 民宿を経営。村

民総出で 旅行者 をもて なす。
21 中 寮 郷 、

南中寮

女性 達の 手で創 作 され た草木染めに よる産業 の

創 出。女性逮は植物 へ の 理解 を深 める。
u 国 姓 郷 北 港

村梅林祉区

地域 の 小 工事の 殆 どを住民 が 購 負 い

水路水車な ど景観を再生 。 。

22 東 勢 鎮 、
大茅埔

地 城の 女性 遼に よ る農産 物加工 品の 販 売。　r外
籍新娘 （東 南ア ジ ア な どか ら嫁い で 来 た 花

嫁）亅 の為の 自発 的な中国 語露座 の闘講。

＊ 前述の 記録映 画 『我們的故郷，我們 的放事』 に 紹介 された全 て の 事例を表 に 衷 とめ た もの。
＊ ＊ 蘯 理番号は、上 記資料に 出て 来た順に 便宜上っ けたもの で、それ以外に大きな意味合い は持 っ て い ない。

・208 ・

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

造 （lntegrated　Disaster　Reconstructien）は どの よ う

に解決 した の であ ろ うか．ま た，震災以前の 社 区総体営

造 と， 震 災 以 降 の 社 区総体営造の 決定的 な違 い は どの よ

うな とこ ろに あるの だ ろ うか ．

　こ の よ うな 問題 意識 に従 っ て 次章 で は ， 総踰 的 ・概 観

的 な震災復興祉区総体営造の 紹介を行な う．こ こ で は、
重建会が，震災復興 の 典型的な事例 と し て その 制作 した

映像資料に お い て 紹介して い る 22 の 事例すべ て を概観的

に取 り上げ，その 方向性 の 概観や特徴に つ い て踰 じる．
それを受けて ， 第 3 章に お い て は，代表性をもっ た 3 つ

の 事 例の 活動をその 活動が進むようになっ た過程も含 め

て 詳細 に 記 述す る．

　と こ ろ で ， 日本で は，921 大 地 震後 ， 台湾の 震 災 復

興に 関す る研究が盛ん で あ る．しか し，台湾の 事例 が異

なっ た言語 ・文化 ・歴史を持っ 海外の 事例で ある こ と が

忘 れ られ る傾 向に あ る．地 域 の 中 の コ ン テ クス トを理 解

しよ うとする姿勢を忘れ，日本的な感覚で それを判断 し

よ う とす る と，事柄 の 背 後 に あ る 大切 なコ ン テ ク ス トを

読み 落 と して しま う恐れ が あ る，した が っ て ， 小 論の 第

3 章で は 特 に一章分 を割い て
， 民族学 ・文化人類学で 用

い られ る方 法 踰 で あ る，民 族 誌 （Ethnography） の 方法

に も とづ き，現地 の 人 々 が行 なっ て 来 た こ とに 対 す る厚

み の ある記述 （Tbick　Deseriptieri）を行 っ た．ま た ，

こ の 研 究の 方法論 は異な っ た 文化の 中で 行なわ れ る人 々

の 営み を尊重す る，文 化 相 対 主義（Mu1ti−Culturism）の

考 え方 に立脚 して い る．
　小踰の 最後，第 4 章で は ま とめ と して ， 2章、3章 に

お い て 論 じ て きた こ とか ら，台湾の 震 災 復興とい う流 れ

の 中で の 社 区総体営造の 特徴をまとめる．
　 台 湾の 事例 は，日本 に お い て公 的部門で 震災復興や防

災 ・減災に 関わ る建 築
・
都 市計 画部門 の 人 々 の み ならず，

同 じ公 的部門で も，文化政策，文化財 保 存 政 策や 景観保

全，社会福祉政策 に 関わる 人 々 に とっ て も非 常に 意 義の

あ る事例 で あ る．また ，民 間 レベ ル で 言 え ば企 業の メ セ

ナ活 動や NGO ・NPO の 人 逮，そ して 何 よりも市井に

生 きる人 々 に とっ て ， 隣の 島で 生 き る人 々
一

台 湾の 人 々

一が 日々 どの ような努力を重ねて い るの か ． そ して ， ど

の よ うに 自分達の コ ミ ＝ ニ テ ィ の 危機 を突破 して 来 たの

か と い うこ とに つ い て，示 唆を与え て くれ る と こ ろ の 多

い もの で あ る と筆 者が考え てい る．

2 ．震災復興社区総体営造 の概観 と分析一 ドミ ノ倒

しの ような連鎖一

　前ペ ージ の 表 1 ・図 1 は 九 ニ
ー

重建 委 員会 の 資料
te）

及

び 筆 者の 現 地踏査 を も と に，震災復興社 区 総体 営 造 が行

な われ て い る地 域 ・内容 につ い て まとめ た もの で あ る．
これ ら図表 か ら震 災後 ， 北 は黄栗 県 か ら南は 雲林県に 至

る まで ，さま ざ まな コ ミュ ニ テ ィ で 異 なっ た 目的意識を

持つ 運 動が展開され て い る こ とが 分か る．次ペ ージの 表

2 ・図 2 は そ れに 関連付けて 発展 させ た もの で ， 各 々 の

コ ミ ュ ニ テ ィが震 災前後 に潜在的 に どの よ うな問 題 を持

っ て い た か とい うこ とを 図 表化 した もの で ある．特 に，
図 2 で は 台湾 の 戦 後史 の 中で それ らの 問 題 が どの よ うに

変容 して 来た か をま とめ た．表 1 ・図 1 と表 2 ・図 2 を

比較 させ て 見 て 行 く と，簇災以 前 に 台湾 が持 っ て い た 問

題 ・震災以 降 に台湾が持 っ て い た問題 と，それが 現在 ，

どの よ うな 手法 で 克 服 され よ うと して い る の か を比 較検

討す る こ とが 出来 る．ま た ， 表 2か らは，台湾中部被災

地 の 持 っ 問題 点 に つ い て ，そ れ らが 個 々 独 立 し た 単純 な

問題 で は なくて ，幾つ か の 範疇に 渡っ て い る こ と，また，
それ が 連な っ て連鎖 して い る こ とを知 る こ とが で きる．
　例 えば ， 図 1 ・表 1 及 び 表 2 の 16番 ・霧社の ケース を

例に挙 げ る と，こ の 地域 は地域の 内部に は 就業の 機会が

な く （図 2 の 【A1 ） ， 女性の 夫は，働くた め に さまざ

ま な地 域 を飛 び回 り，ア ル バ イ ト的な仕事をしてい た．
家計が安定 し ない た め に

， 女性は 暇 さえ あ れ ば お酒 を手

に 取 る とい う生活 を続 け て い た （【1】へ の 連鎖）．震

災後に は ， 夫が 失業 し て しまっ たが，夫婦 共，就業 の機

会を見っ ける こ とが で きない （再 び 【A 】に 連鎖す る ）．
ま た ， こ の 地 域 は少数民族 の 居住地垓で あ り，これ は台

湾全体的な少数民 族 の 居 住地城に 共通 す る問 題 で も あ る

（【C 】に起因 す る 問題 と して 【A1 に 連 鎖 して い る）．
こ の よ うな問題 は，問題 が 問題 を呼 ん で し ま う連鎖的現

象で あ る．こ の よ うに，問題 が連鎖 して い る とい うこ と

は，震災以 降の 社 区総体営造が ，震災以 前 の 非被災地 に

お ける 社区総体営造 の よ うに ， た だ 1つ の 問題を 中心 に

す えて 解決 して 行 け ばそれで 良い とい うもの で はなくな

っ て しまっ たとい うこ と，そ して，それらの複合的な問

題 が ， 緊 怠性 ・切 迫性 を要 して い る こ と と関連 が あ る，
　 こ の よ うな相互 関連 し合 う問題 の 解決 とい うこ とを考

えた 場 合，問題 の 連鎖性 とい うの は，一
方 で 裏を返 せ ば，

1つ の 項 目がブ ラス に 働けば，そ れ が次々 とプラ ス の 連

鎖 を起 こ して 行 くこ とが 可 能 で あ る とい う こ とが醤 える

の か も しれ ない ．こ の こ とは ， さき ほ ど例 に 挙げた 16番

の 地域 の ケース が，図 1 ・表 1に あ るよ うに，女性 の 就

業副1陳 を タイヤル 族伝統の 織物や 染色 と言っ た 主題に 基

づ い て 行 うこ とで 女性を心 理 的に 元気づ け （心 の エ ン パ

ワ
ー

メ ン ト）、就業 の 機会 を創出す ると と もに，伝統的

な文化 を復活させ た事例か ら も良く分か る．

　次章で は ， 図 1 ・表 1 及び 図 2 と して例 に上 げた 22 の

コ ミ ュ ニ テ ィ の 事 例の 中か ら ， こ の 「連 鎖 」 を逆手 に と

っ て 震災復興社 区総体営造活動 に従事 して い る 3 つ の 事

例につ い て、記述 して 行きたい ．

　22 件あ る事例の 中か らすぺ て を紹介す るの は 難 しい が，
第 3 章 で 民族誌 と して 取 り上げる事例は そ れ ぞれ以 下 の

ような特徴を持っ て い る．
　　（1｝ にお い て取 り上 げ る 「小 半 天」 の 事例 は ， 被災

地 がい っ ま で も 「被 災 地 」 と して あ り続 け る の で は な く，
それ を乗 り越え て ，エ コ ・カ ル チ ュ ラル ・ツ

ーリズ ム を

推進 して行 こ うとい くプ ロ セ ス で あ る．こ の 事例を 時系

列 的に追 っ て 行 く こ とは ，台湾中部数々 の 地域で 現在進

ん で い るエ コ
・

ツ
ーリズ ム 或い は カ ル チ ュ ラル ・ツ ーリ

ズム （文化観光）の 1 つ の 典型 と して代衰性 が あ る と考
えた．

　 次に （2 ＞で 取 り上げる 「大濱境祉区j の事例 は、台

湾を歴 史的 に 取 り巻 く民 族 の 問題 を如実 に 反映 して い る。
服 部 （2001）は ，少数民族の 文化や客家の 文化 とい うも

の が ，震災復興 社区 総体営造の 主題 と して 上 げ られ る こ

とを魯 き ， 台湾に お い て 歴史的に少数の い わゆる 「外省

人 （1949 年 に 中国 大 陸 か ら渡 っ て 来た 人々 ） 亅 が 戒厳令

を施行 し ， 少 数 の 人 々 が多数 の い わ ゆ る 「台 湾人 」や 客

家，先住民族 の 文化や歴史を弾圧 した とい う反省 を踏 ま

え ， 台湾 「本土亅 の 文化 と言われ る客家 ・少数民族の 文

化 の 復 興 に 向 け られ た こ とは 大切 な こ とだ と評 価 して い

る，しか し一方 で評 価 を しなが らも ，
コ ミ ＝ ニ テ ィ 単位

で 地 域 を見 た 場 合，い わ ゆ る 「台湾 人 亅 の 人 々 や，　 「客

家亅 ，少数民族の 人々 が 地城の マ ジ ョ リテ ィ に なる地域

も存在 し て い る の で ，そ の 場 合に 「外 省人 亅 の 文化や，
　 「外省人」 と

一
か らげに され る多くの 人々 の 文化に つ い

て は考 慮 され て い な い の で は ない か とい う懸 念を示 して
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表 2 九 ニ
ー

大地震前後に 各コ ミュ ニ テ ィ が抱えて い た潜在的な問題 （
一
部利点）とその 所在

番号 謾災舸後のコ ミュ ニ ティの状況（冏題或い 猛利点》 問 題 の所在

1 ●産業の 褒 退に より地城内部の 就業機会が少ない ，失業 問題，地城が 断届 地帯に位 置する． 1震災前後に

共通す る間劇 ！●震災で 土石 流発 生，田畑 が破 風 生態系 の破壊．【震災以 降の 問題 1
A，鉦

2 ●集落が大安渓 （河川 ）に沿 っ て位置す る，1震災以前か らの 問題】！●震災 と桃芝 台風 で土石 流 が脅威，
【震災以 降の 閻題 】

A，C，　H

3 ● 人 口 の 流 出，就 業機 会 の 欠如，失われ る邵族文化 1震 災前 後 に共 通 の 問 題 】ノ● 地 震 で の 家屋 の 倒壊 ．
【震災以降の 問題 】

A，C，　E，　F
（家屋 の倒壊）

4 ● 外来者に よる魚 の 乱獲 （電撃、毒に よるもの 1，【震災前後に 共通の 問題 1 C，D，　H
5 ●就業機会 の 欠如．【震災前後 に 共 通する 問題 1ノ● コ ミ ュ ニ テ ィ に位置する 家屋 の 8 鶴の 倒壊． 1震災以

降の 問題】、
A，F
（家屋の 倒壊｝

6 ●伝統的な産 業 （竹加 工 業）の 衰退．　1震災前後に 共通する 問題1 A

7 ● 基盤 産 業の 擯郎 （ビ ン ロ ウ1栽培 や バ ナ ナ農業の 衰退，失業 問題．【震災前 後に 共通する問題1 《

8 ●伝統的 な苺産業の 成畏の 頭 打ち。 【震災前後に共 通する問題 1 A
，
H

9 ● 伝統的な梅産業の 成畏の 頭打ち，若者人 ロ の 流出．　匸震災前後に 共通する問題 1 A．H
三〇 O 震災以 前か ら 自然景観 の 再生 とツ ーリズ ム にカを入れ る．【震 災以前の 利 点1ノ●九ニ

ー
地震 と桃芝台風

でツ
ー

リズム 関連施設が大打撃．【震 災以降の 問題 】

H

ll ●震災に よる 自然景観の破嬢，澱境 が荒廃 して しま う．【震災以降の 問題1。 H　、
12 ●産業の 衰退．【震災直後】 A
13 ●中国袰南省付近 出身の 「外省 人 亅 の歴 史人 の埋没．【震災前後に共通す る問題】／●高山部に位置する コ

ミ 昌 ニ テ ィ であ るた め，地震で 交通が寸断．【震災直後】。
B，E，　H

14O 環境保全を学ぶために桃米里 を視 察，自然環境 の 大事 さを痛感．｛震災直後 】 C

15 ● 女性の 失粟問題 ， 交通 が 不便な場所に位置する．【震災前後に 共通する 問題 】ノ● 災害時救難部 門が 現 場

に駆 けつ けに くい 。匸震災以降の 聞題 ・震 災経験 より露呈1
A

，
H
，
芸

16 ●女性の 失業問題，女性 （先住 民族 ・専業主婦） の アル コ
ー

ル 依存．【震災前後 に共通する問題 】 A，C，　E，1
17 ● 1959年の 八 ・七 水 害か ら，土石 流な どの 災害が絶 えない ．【震災以前か らの 問題 】ノ● 政府か ら±石流敏

感地 区 と して 指定され村落移転を推奨され るが 地域住民 は こ の地域への愛着が 強 く移転した くない．【震

災以降の 問題 1。

H

18O コ ミ ュ ニ テ ィ の 中心 に位 置 す る廟 を 中心 に住 民 が 強 く結束．【震災以 前の 利 点1
19 ○人々 は コ ミュニ テ ィ に閨するこ とを執 り行 うた めに 公部門に頼 る習慣が つ い てい た．【震災齣】。 G

20 ●霞災で家族を失 っ た り、震災後 老人の 世 話に 疲れ た女性達，【震災以降の 問題 】 F（死 傷 者 多

数 ）

21 ● これ とい っ て地 域の 産 業に特色の な い 地 域で あっ た． 1震 災直後に 共通す る問題 】 A

22O 歴史の あ る古い 共同体． 1震 災以 前の 利点1！●辺邸な地城 であ り閉 じた ロ ミ 昌 ニ テ ィ で あ っ た．外国 籍

の 新婦が なかなか 地城に な匸 めない ，匸震災前後に共通する問題 1
八，C，1

＊ 番号は図．1 ・表 1に 対応．問題の 所在欄 の 英字記号は図 2 を参照，＊ ＊ ●は問題点．O は震災以 前の利 点で震災後役立っ たもの ．
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H．自然環境や地盟の脆 弱性 に起因す る問題 〔地域に よっ て大きく違いがあ るた め に ニ ニには プ ロ ッ トせず ，

　　L 女性 が社会的 弱者 となる問題 1始ま りの 時期が明 らかに で きなか っ たの で，時期は プ ロ ッ トせ ず．1
＊図 中 の● は 年歴 中の 出来事と呼応 し，当咳項目の 契機に なっ た時期 を表す．矢印は点綜か ら英綿に ｛太 く｝なるほ どそ の 傾 向が強い こ とを 我 す．
　　　　　　　　図 2 台湾に おける社会問題の 所在 とその カ テ ゴラ イズ （戦後台湾史

4）
と関連 して ｝
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い る  
。 こ の 問題意識 につ い て 考え るた め に ，数あ る事

例の 中か ら特に ，客家の 事例 で もな く，先住 民族 の 事例

で も ない 「外省 人」 と呼 ばれ る人 々 の 事例 で あ る 「大清

境 農 場 」 の 事 例 を対 象 に選 ん だ．
　 （3）で 取 り上 げる水里の 事例は ，防災それ自体に つ

い て 考 え る際 に 重 要 な事例で ある．一般に 防災 を考え る

際 ， 危 険 な 地域 は都市 ・農村計画だ けの 文脈か ら見れば

危険地域に指定をか け集落全体を移転させ る とい う 1 っ

の 方法 しか ない の か も しれない．しか し，そ こ で 暮 ら し

て い る人 々 に とっ て は，地 域 は 自分 の 生 き て 来 た歴 史そ

の もの で あ り，土地 に対す る愛情や愛着を ど うす るの か，
とい う問題が 残る．

　次 章で 取 り上 げる事例 は ， どれ も 「社区 総体営造亅 の

「総体」 性 に つ い て 深 く伝 え るこ との で き る事 例 で あ り，

台湾 の 事例をもとに，日本 で もさまざまな議輪が 出来る

の で は ない か と考え ， 選 択 した もの で あ る．また ．記 述

を行なう中で，台湾震 災復興社 区総体営造の キーワード

となる思わ れ る概念に つ い て は ，文章中で 以下の 例 の よ

うに ま とめ た．　 （例 ：　 E 　 眇 コ 渺 ・
ン

」 孀 ） キ
ー

ワ
ー

ドの 前 に あるア ル フ ァ
ベ

ッ トは ， 図 1 ・表 1 及 び図

2 に 挙げた 問題点に 対するテーゼ と も言 え るべ き も の で，
問題 点 を克服 す る た め の 韃 とな る もの で あ る ．

3 ．台溶震災復興社区 総体営造 の特徴 的な事例

（1 ）南投県鹿谷郷小 半天社 区一コ ミ
’
＝ ニ テ ィ全体が 民

宿の ま ち一

　小 半 天 社区 は ，鹿谷郷の 中の 竹林，竹風 ，和 雅 とい う

三 つ の 村落 を含む 地域で あ る．こ の 地域の 名前 f小半

天 j は、こ こ の 秋の 空が美 し く，生 い 茂る 竹やぶ に囲ま

れ た 秋 の 高い 空を 見て い る と，ま るで 仙 人 になっ て しま

うよ うな 心地 にな るほ ど美 しい 風 景で あ る とい うこ とか

ら付 け られ た と い う．
　 こ の 地域 は 「竹 林亅 や 「竹風 亅 などの 地名 に もあ るよ

うに ， 竹と筍を産出 し，それ を主 な産 業基盤 と して い た．
以 前 は これ らの 生 産 が 順 調 で あ っ た た め ， 小半天 は鹿 谷

郷の 中で も指折 りの 豊か な コ ミ ュ ニ テ ィ と して 知 られ，
美 しい 町 並み を持 っ た 街 を形 成 して い た．そ の 頃 の 孟 宗

竹の 価値 と言 え ば，1 本 の 竹 と，1 升 の 米 とが 交換 で き

るほ どだ o た と言 う．

　 し か し，現在で は ， 竹も筍 も中国 大陸産の 安い 物が市

場 に 出 回 り， そ れ ら と競争 を行な うた め に は 刈 り 取 り に

か か る コ ス トを割るほ ど値段 を落と さな けれ ば な らない ．

竹や筍 を刈 り取 る仕事は 肉体 労働 であ り，疲労も激 し い．

震災以 前か ら，公 的部門で あ る経 済部 中小 企 業処 は，こ

の 地域に 専門家を派 遣 し， 住民 と協働 の ア ク シ ョ ン ・プ

ラ ン を 実行 させ よ う と計画 を 立 て て い た がそ の 矢 先 92

1 大 地震が 起 こ っ た．鹿 谷 郷 も震災 で 大き な被害を受け

た．地域住民 は，震災か らの 生活再建に っ い て 考え た時，
自分達で 産 業の 再 建 を な ん とか しな け れ ば ， 家計や 生活

の 再 建 もで きな くなっ て し ま うとい う危機感を感 じた．

そ こ で ，震災以前か ら こ の 地 城 に 関わ っ て い た経済部企

業発 展 処 は ，震 災 後 も地域住 民 の 会議 に
一

緒に 参 加 し こ

の 地域の 産 業 を どの よ うに転換 して い くか とい うこ とに

つ い て，地域の 住民と
一
緒 に なっ て 議踰 した 。 ＿LGZLV

t17クk クタ　　　　　房 燉 δ
6L

　の

毎 回 行なわれ て い る会議は，や が て 自分 の 暮 ら して い

る 地域 の 特 色 を知 り， どの よ うな 方 向 へ と地 域の 産 業を

転換 させ てい けばい い か を学ぶ た め の 勉強会とな っ て い

っ た．そ の 過程 で ，多くの 住民は こ の 地域の 中に ある歴

史的 な資源や 景観 の 美 しさ とい う資源 が、他 の 地 区 に比

べ て 非常に豊富に ある の で は ない か とい うこ とに気 がっ

い た。そ うい っ た経 緯 を経 て ， 住 民 の 間 で 今 後 の経済を

ツ
ーリズム の 方向で 創生 して 行 こ う とい うコ ン セ ン サス

が 取 れ は じめ た．そ ： で ，それらの こ とを行な うた めに

「小 半 天発震促 進 会1 を成立 させ た の で あ る．」蟹
llllpmltmal ！1g11
　 ツーリズ ム を発展 させ るために は、地域の 環鏡が 美 し

く清潔で な けれ ば な らな い と考 えた住民 達 は ， 自主的 に

コ ミェ ニ テ ィ の 環境改善計画 を行なっ た．地域で 有 り余

る程 取 れ る竹 を使 っ て 花壇 や 門 な どを作 り，街 を飾 っ た

の で あ る．また，促進会を初 め とする地域の 人々 は，清

掃 隊 を 組 織 して ， 1 週間に 1度協力 して 地域 を掃除 した．

また，小 半天 に あ る竹 林の 美 しさを知っ て い る コ ミ ュ ニ

テ ィの 住民は，そ れを壌さない よ うに ，付近に 自然の 石

を並 ぺ て 散策 の た めの 小道 を 作 っ た．

一 一

ま た，コ ミ ュ ニ テ ィ の 入 々 は，竹 や ぶ や 小道 以外 に も小

さな滝や茶畑 など， 景 観 を構成す る要素として 大切な地

点の 周 りを美 し く保つ ように 心 が けた．そ し て これ らの

ス ポ ッ トとス ポ ッ トをっ な ぎなが ら，そ れを地域の 観光

動線 と考えた．az2sepmfigwwnzwr
　 こ う して ，ツ

ーリズ ム を推 し進 め るた め の 環 獎は少 し

ずつ 整 っ て来たが，生活再 建の ため に は，どうい っ た 方

向 に産 業 を シ フ トさせ な けれ ば な らな い か とい う問題 が

残 っ た ．そ の 時に 考 え られた の が 「民宿亅 を経営す る ，

とい うア イデ ィ ア で あ っ た．こ の 地 域で現 在経営 され て

い る 民宿 は，小半天 の 農家を少 しだ け 改造 した もの で あ

る．ま た 清潔感 を保 つ た め ， そ して 観光客 の 間で 他の 民

宿に 泊まっ た人 との 不 公 平感が 出な い よ う，蒲団 な どは

統一
の 規格の もの に決 めて使っ てい る．そ うい っ た物品

の マ ネ ジ メ ン ト も促 進会が 行な っ て い る．こ の よ うな経

緯を 経 て 同 じコ ミ； ニ テ ィ に 同業 者 （民 宿の 経営者）が

多 く居 る と い う状況 の 小半 天 で あ るが，小 半天 で は，サ

ービ ス の 品 質を 出 来 うる限 り低 下 させ 効 率 を争 うこ とで

は な く，どれ だ け 親切 に ，暖 か く客 人 を もて な せ るか ，
と言 う 「良性の 」 競争，気持ちの 上 で の 競争 を行 な っ て

い る と言 う．小 半天 の 中で は ， どこ の 民宿 に 宿泊 し て も

値段は同 じで ある．外部の 人達が民 宿 にア クセ ス す る窓

ロ は 1 つ で ，資源 は コ ミ ュ ニ テ ィ で 民宿を経営す る人々

の 中 で 平 等 に分 配 をす る。ま た，資源 を等 し く分配 した

後の 余 りの 収入 は，公 基金 と して ，民宿 を経営す る人 々

の 共 有 の 財 産 と して 管理 をす る．p m t

− 一

　 ま た ， ある 民宿が他 の 民宿 に来 た 旅行者を
一

緒に もて

なす こ とも 日常茶飯事で ある．民宿の オーナー
達は，そ

こ で ， 伝続的な楽器を引い た り歌 を歌 っ た り ， 竹筒で 作

っ た 打楽器 な どを か き鳴 ら し な が ら客人を 小 半天 の や り

方 で もて なすの で ある．ま た，住民遠は 今 ， ツ
ーリズ ム

を進 め な が らも，今 も冬 に も春 に も筍 を取 る暮 ら し を行

な っ て い る．地域に暮 らす老人達は，筍を刈 る 技術や ，

美 味 しい 筍 を どの よ うに して 取 るの か に つ い て ，地 域 の

暮 ら しや習慣の 話な どを 含めて 語 っ て くれ る．また，竹

筒飯 とい う竹 筒 で 蒸 され た お こ わ を食べ る こ ともで き る

し，実際に 竹 に 触れて 竹細工 を作 る こ とも で き る．竹細

工 と して作られ た ラ ン タ ン は，夜の 小 半天 の 街を彩 り ，

新た な美 しい 夜の 景観 を創出 して い る．
　 台 湾 の 人 々 は こ の 小 半 天 の ツ

ー
リズ ム を，休閑旅行

　 （レ ジ ャ
ー・ツ

ーリズ ム ） と呼 ん で い る．しか し こ れ は

一2n 一
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立 派 な エ コ ・ツ
ー

リズ ム で あ り，カル チ ュ ア ル ツ
ーリズ

ム であ る と言え る． E 　　 2 ア〃・エ コ・valXA

（2 ）清境農場 （清境社区 ）一 「族群 亅 を越えた と震災

復興まちづ く り一

南投 県仁愛郷 の 清境農場は ，海 抜 1500 メートル の とこ

ろ に位置す る農場 であ る．1966 年に、行政院を定年に な

っ た 「栄民 （退 役 軍人 ）亅 達が
， 集団で こ こ に や っ て 来

て 農場を開発 し た．それ が清環農場 で あ る．清境 とい う

名前は，か つ て 蒋 介 石 が 台 湾で 行政院院長で あ っ た時 に

名 づ け た 名 前で ，そ の 意味 す る と こ ろは 静かで 空気 が良

く太陽の 光 の 美 しい場 所で あ る とい う意味で ある．

　 こ の 清 境 農 場 とそ こ で 働 く人 の 居住地 区 を含 め，清境

社 区 と呼 ぶが，こ こ に は，苦労 して こ の 地域に落ち着い

た 人の 歴史 の 痕跡 が残 っ て い る．こ こ に 暮ら して い る人

逵は もと も と 「演 緬遊撃隊亅 と して 1961年に中国か ら渡

っ て 来た 人 々 で ある，中国雁で 演とは雲南省を，緬とは

ミ ャ ン マ
ーを 意味 する．こ の 人 々 は ， 蒋 介石 が 中 国大陸

か ら台 湾に 渡 っ た 1949年以 降も国 民 党軍 として，雲南・

ビ ル マ に 取 り残 され ， 孤 軍奮闘 して い た 部 隊に 参 加 して

い た人 々 で ある．そ して．1961 年に や っ と台湾に渡 るこ

と が 出 来た の で あ る．すなわ ち こ の 人 々 は、い わ ゆる

「外 省人 亅 で あ る．こ の よ うな歴史を持っ 清境農場で あ

る が，他 の 台湾 の 農村が 持つ 問題 と同 じく，震災以前は

農業以 外 に 就業 の 機会 の な い こ の 農 場 か ら，若 年人 ロ は

流 出 してい た．
　

一
方 で，こ の 地域に 入 っ て 来て 住み た い とい う若 い世

代の 人 も い た．現 在の 清境村の 村長 もそ の 1 人 で あ る．
彼は海抜 1500メートル で 夏も涼 し く空気も澄んで い る と

い うこ の 環 境 と美 しい 景観に 魅せ られ，都会か ら こ の 地

域に移 り住ん だ 「新清境人」　 「新移民」 と呼ばれる 人々

で あ る．こ の 地 域 の 「新滴 境 人 亅 「新 移 民 」 の 人 々 が 中

心 となっ て ，ツ
ー

リズ ム を推 し進 め られない か とい うこ

とを考 え て い る とこ ろ に，地 震 が 直 撃 した．鯉
盈墅こ の 地域は 海抜が 高か っ た こ とが 幸い して ，地域の

中で は 比 較的 重大 な被害が起 こ らな か っ た 方 で あ る．し

か しな が ら外部 との 交通が 寸断 され て しまい 1 地域の 主

要 な収 入 源 で あ る農作物が 売りに行 け なくなっ て しま っ

た．ま た 翌 年 ，そ れ に 続く台風 の 被謇 に あい ，多 くの 樹

木が な ぎ倒 され て 山や農場が荒れ果 て て しまっ た ．
　　「新移 民 亅 達 は都 市 に生 活 を して い た こ と もあ っ て，
外部に た くさん の 知 り合い や人脈を持っ て い る．メディ

ア が報道 した こ と も手伝っ て ， こ の 荒れ 果て た環境 を片

付 ける た め に 台湾の 全国各地か ら，250 人以 上もの ボ ラ

ン テ ィ ア が集 ま り， 3 日 3 晩 こ の 地域の 清掃を手伝 っ た．
こ れ らの 活 動 で 出た ゴ ミや 倒壊 した 樹 木 は 実に トラ ッ ク

400台分で あっ た とい う．

　 さて ， こ れ らの 外 部 の ボラ ン テ ィ ア との 協働 活 動 は主

に 噺 移 民亅 達が行なっ たもの で あっ たが，元 慣緬遊撃

隊の人 々 も全国か ら来た 250 人 余 りの ボ ラン テ ィ ア に対

し，泊 ま る 所 を提 供 し ， 炊 き出 し を行 な っ た．ボ ラ ン テ

ィ ア 連 が 食べ た もの の 中には雲南省 の 料理で あ る雲南冷

麺 が あ o た こ とが 印象的で あ っ た と 「新移民亅 の 1 人 は

言う．ま た，農場で 野菜 を売 っ て い た 元遊撃隊の 人々 は，
野 菜や 果 物 を売 っ て一万元 の お 金 を作 り，それ を 炊 き出

しや震災復興に 使うた め の 費用 と した．USm
　　 圃 　　個 　　蕘5鈷 碧

一
　　G 　　　 矯 　　 虧 1 そ の 後

こ れ ま で あま り行 なわ れ て い な か っ た 噺 移民 j 同±の

対 話 ， そ して 「新移民 j と 「遊撃隊亅 及 びその 子 孫の 間

で 対話 が 行わ れ る よ うに な っ て 行く．p mc「l　 k

z1lpmsptij ！a
　そ し て そ の過程で 、 震 災以 前の 構想 に な っ て い た ツ

ー

リズ ム の 発 展 が も う
一
度推 し進め られ て 行 く こ とに なっ

た．2001年に は地域 の 中で観光促進 会が 出来上が り，住

民 同 士 が 協働 で 観光マ ップ を作成 した．民 宿 も開か れた．

もともとこ の 地域で 民宿 を開 い て い た人 の ほ とん ど が

f新移民亅 の 人々 で あ る が、　「新移民 亅 の 人 々 は，農産

物 の 販 売 が なか なか うまく行か ない ．とい う現状を抱え

る遊撃隊の 子孫の 人々 達 と一緒 に民 宿経営 の 方法 を学び、
共 に 育 っ て 行 く こ と を 目標 と して い る。taZiegz！｛rzgtizt

のA 々 　 　　鯲 δヅ → 脳

　 もと遊撃隊の 老人は、自分が遊撃 隊 で あっ た 頃の 古い

写 真や資料 な ど を集めて 自分達の 郷土史を書き始め た，

そ して そ うや っ て蓄積した資料を集めて ，地域の 中に 小

さ な資料館 を オープ ン させ た．また、遊 撃 隊 の 子 孫 達 自

分逮 の ル
ー

ツ で ある 中国大陸南部の踊 りを学んで い る．

tlUiElptlugtlMl　 r　 wwlxf2L

一
2 一叡 ケー〃以 　　　測［ ・　　 の

（3 》水里郷永興社区一自主防災 コ ミュ ニ テ ィ ー

　南投県水里 郷永 興祉区は ， 濁 水渓 とい う河川 の 隣に 位

置 し，176 世帯がこ の 地に暮らして い る，人 口 は 40D 人

程度 で ある．バ ナ ナ や梅な どを生 産す る こ の 村は の どか

な 農 村 の 景観 を持 っ た美 しい 地 域で ある，しか し 1959年

の 8 月 7 日に発 生 した八 七 水窘以降，こ の 地域で は 地 震

や 台 風 な ど天 災 が絶 え間 な く訪 れ る地域 と化 して しま っ

た ．こ の 地域 は 山 の すぐ下 に位置 し，近くには川が 流れ

て い るため，921 大地震の 際に は ， 至 る所 で道路端の

崖 が崩れ，交通 は寸断 し，多くの 家屋が 倒壌 した．

　 こ の 地城は 毎年の 雨の 量が 多 く， 崖 が 多 く， ま た 土 石

流 の 原 因 とな る土 石 も多い と い う悪 条 件が 重な っ て い る

た め に，農業委員会水土保持 局 か ら土 石 流敏感地 域 と し

て 指 定 され た ，当初 専門家や 公 部門 は，こ の 地域 の 住民

達に 村落移転，転居を進め た．し か し村の 人々 は こ の 土

地に 愛着が あ り離れ た くない とい う意見 を固持 し た ．荏7
m a
　そ こ で ， 農業 委員会 は 土石 流の 尊 門家に 委託 し，土石

流が 起 こ りそ うな場所 と，土石 流が どの ように 流れ て い

くか に っ い て の 予測研究 を行うこ とに した，そ して ， そ

の 研 究 を元 に ， 住 民 の 災害時 にお け る安全な避難経路 を

導き出す こ とと したの で ある，こ の 調査の プ ロ セ ス に は

住民も参加 した．こ の 研 究に 関 わ っ た 中興 大学の 専門 家

は 以 下 の ように述べ て い る， 「村民が 村を離れ られ ない

の で あれば，村民は こ の 地域に暮 ら しなが ら平和的 に災

害 と共 存 して 行 く しか ない．災害が 起 こ っ た時 にす ぐに

逃げられる方怯を学習 しなが ら．」 G　 　 の ノt7i （A ・

，1！21：lllpmEmu
　 この 地域 で はこ の ような綿密な計画 に 沿っ て建 て られ

た避難訓練が行なわれ て い る．こ の 訓練はい つ 起 こ るか

わ か らな い 災 害 に備 えた もの で は ない ．明 口起 こ るか も

し れない 身近な災害に備 えた ， 真 剣 な避 難 酬練 な の で あ

る．また 台湾の こ とわざで 「還水救不 了 近火 （遠い 所 の

水 で は 近 くで 起 こ っ て い る 火 事 を 消 す こ とは で きな

い ） 」 と言 われ る よ うに ，こ こ で 起 こ る 災害は公 部 門 が

た ど り着 く の を待 っ て い て は、助 か らな い こ とを地域 の

住 民 は 知っ て い る．そ れゆ えに 訓練 1 つ 1 つ に 対 して 真

剣 なの で あ る．一 一

　こ の 地域 で は 、
こ の 3 年以 来の 大 きな災 害 に見 舞 われ

た 際，1 人 の 死 傷者 も出 して い ない とい う．こ れ は，こ

一2且2 一
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の 地域の 自立 的 ・自律的な防災訓練と，それを相 互 に励

ま し合 っ て い る専門 家 ・公 部門との 協働の 成 果 で あ ろ う．

6 　澱 ・　　 ・偲の ノf　 ナr
♂

ツ7

4 ．まとめ

“ ）事例から掌ぶ こ と

　小論で は，第 2 章 にお い て 台 湾震災復興社区 総体営造

の 概 観 か ら，台 湾の 歴史的背景が原因となっ た 祉会 問題

の 中で 震災を機 に 露呈 し た もの が 多 い とい う特 徴 につ い

て 書 及 した．ま た 第 3 章にお い て は，そ れぞれの 事例 を

民 族 誌の形 で 鮮 細 に記述 し検討 した．それらの 問題 とそ

の 克服 の た め に 払 わ れ た行 政 ・企業 ・住民 の 努力 に っ い

て ま とめる と表 3の ようになる．

表 3 震災復興社区総体営造の 特徴

冏題点 問馴点解決に向けてのアフロ
ーチの方向性

　（第2 ・3章の事例か ら示 唆されること）

lA1 ◇地域 の 資源 を発見 し，それ を住 民 の雇 用 に結び っ け

る こ との で きる専門家の 存在／◇異 なっ た 行 政セ ク シ

ョ ン がさまざまな補助 メ ニ ュ
ーを使っ て それ を支援出

来る こ と，！◇住民 が地元 で 働ける こ とに 自信 を見出

せ る
，

と，
IB1 ◇外部の 人 々 や 専門家の 地域文 化 へ の 深 い 理解、個性

の あ る さま ざまな地城 を 「被災地亅 と
一

か らげ に しな

い ．！◇違っ た 民 族が 住む 地域 に 暮 らす人々 が 対話 の

出来 る共 通の 話題を探 る こ と1

【C1 ◇先住民 族 には 先住民族の 中で 伝承 され て 来 た 文 化 的

コ ン テ クス トがあるの で，専門家 ・プ ラン ナーが 闃わ

る こ とに よっ て，地域 の 文化的 コ ン テ ク ス トを消失 さ

せ な い よ うにす る．ま た職能を評価する人 々 は，地域

の 文 化的 自 ン テ ク ス トを読み解 く能力をも含 めて ブ ラ

ン ナー・専門家の 職能 とする．
ID】 ◇専門 家に よる公 害防止技術、環境技術の 提 供の 能力

！◇ 地 域の 自然珮 境 の 特色を 見 ぬ き，それ を地域内部

の 人 や旅 行者に理 解 して も ら う手 法の 確立⇒ エ コ ツ
ー

リズ ム ・カ ル チ ュ ア ル ・ツ ーリ ズム の 手 法 へ の 学び ．
lEI ◇国 レベ ル の 「大 きな歴 史」 、考古的 な 「太古の 歴

史」 へ の 認臓 とともに， 「小さな歴史亅 及び 今生 きて

い る人 の 「ライ フ ヒ ス トリ
ー

亅 も大切な文化の 構成要

素 と し て 考え る とい う姿勢．ノ◇住 民 は，生 まれ 育 っ

た土地 へ の 愛着を持 っ て い るもの で あ るの で ， 「被災

地亅 とか 「被災地文化亅 とい うことで 数々 の 個性ある

地 域 を十 把一絡げ と しない ．
【F 】 ◇被災 し た人の 家屋倒壊 ・心 の ケ ア とい う問題 にっ い

て，専門的な ケ ア を行な う！◇それ とと もに、他 の 分

野 と連動 した活動 〔例 ： 住宅 再建 と地域に暮 らす人の

想い 出の 風 景の 再生、心の ケア と芸術活動）な どを行

う．
【G1 ◇公 部門に 対 し ，単 に不 平不満 とい う形はな く，民主

主義的な方法踰 に の っ とっ て 意 見を反 映する 形 を住 民

自身 が学 ぶ．ノ◇行政 ・プラ ン ナ
ー

は 住民 の 中か ら出

て く るま っ と うな 要求 に寄 り添 う形 で仕 事 を進め，住

民 と対 話 を行な う．そ の 能力 も含め て 専門 家の 職能 と

な る．
lH】 ◇ 専門 家 は，専門 的な技 術 を研 究す る こ とだけで な

く，地城住民が 地域の 自然に つ い て 理解す るこ と の で

きる よ うな、教育 ・普及活動の セ ン ス を持つ ．
lI1 ◇ 女性が学ぶ こ との 出来 る場 を増やす．！◇ 「学び 亅

とい う活動 に よ っ て女性が 外出する機会 を増やす．ノ

◇学 んだ こ と が 女性の 収入 源に もつ なが り，そ の こ と

が 女性 の 経 済的な 自立 の 支援に もな る よ うに す る．
＊ 問題 点の欄 に ある英字 は図 2 ・表 2 に対応 して い る。

〔2 ） 台湾 社区総体営造の い ま

　冒頭に 書い た よ うに i社区総体営造 亅 は ， 地方で レベ

ル で の さま ざまな試 行錯誤 の 経験を参考 に，1994 年に 行

政院 文 建 会で そ の 政策が 提 出 された こ とに 始ま り，震災

に よ っ てそ の 「総体性」 の 重要 さが 強調され，新 しい ス

テ
ージに 移行 した と言 える ．1994 年 当時 文建 会 の 副 主任

委員 を務め てい た人 類 学 者 の 陳其南は，2004 年 5 月の 人

事異動に よ っ て 当該会 の 主任委員 とな り，さ らに 社 区 総

体営造に カを入 れ て い る．も ともとは法律の ない 政策で

あ っ た 「社区総体営造亅 は ， 現在法律 と して制定され る

べ く台湾の 中央機 関行 政院 ・立法院で 審議 され，今 年 末

にも法制度化の 見込み で ある とい う，こ の 法律 に お い て

特 に強 調 され る こ とは ，　 「社 区 総 体営造亅 が 文 建会だ け

の 政策で はなく，農業委員会や経済部，環境保護 署 な ど，
関連 す る行 政機関が そ れ ぞ れ の 立 場 にお い て 闃 連項 目 に

積極的に 閲わ っ て 行 く こ とを 目標 と して い る
［el．こ の よ

うに社 区総体営造 は ， 震災 を機 にそ の 「総体j 性の 必要

性 に つ い て ます ま す 注 目 され て い るの で ある．そ もそ も

震災復興の 問題は，住宅再建，生 活再建 と して個々 に 議

綸 して い く必 要性 ， ま た社会調査 で得 られ た 統計デ
ー

タ

を数宇 と して処理 して 行 くこ とも大切で あるが，一方 で 、
地域 の 個性や特徴 に 目を向け，い わ ゆる 「被災 地亅 に暮

らす 人 々 が ， そ の 土 地 に お い て 自信 を持っ て 再 び 生活 を

営め る こ とを復興 における大切な 目的の 1 つ と して 考慮

に 入 れ な け れ ば な ら な い ．当 然 の こ と な が ら， 「被災

地亅 は もとか ら 「被災地」 だ っ た の で は な く，人 々 が そ

こ で 生 ま れ た り育 っ た り ， 嫁 い で 来 た り移 動 し て 来て そ

こ で 働き出 した り して 人 々 の 放郷 とな っ た 場所 で あ る．
そ こ に は 当 然個々 の 歴 史や文化 が あ る．ま た一方で人 々

が 暮 ら して 来 た こ との 蓄積 は，歴史や文 化 とともに社会

問題を生み 出す．ある 日突然震災の 被害 に あ っ て それ ま

で持 っ て い た 問題 が 露 呈 した 地 域 も多い ．そ うい っ た 問

題 の 解決 に つ い て ，都市計画変更や，集落を危険地域に

指 定 し移転 させ る だ け で は、単
一的 ・暫定的 な間 題 の 解

決 に は なっ て も，長期的な問題解決の 方 法に は な らない
’
場 合 も多 い ．台 湾は、行 政 と して そ の よ うな問 題 に 気 が

つ き，自然
・文 化

・歴 史 を ス トッ ク と考 えそれ らの ス ト

ッ クを 利 用す る こ と を政 策 や 法制 度の 中に盛 り込 ん で 行

こ う と して い る．ま た，そ うい っ た 「ま ちづ く り」 の 問

題 につ い て ， 行政 が縦 割 りで仕事 を行な うの で はな く，
横の 連携を取っ て まちづ く りに 従事 しよ うと して い る．
政府 が この よ うな活 動 を支 援 して くれ る こ とは，住民 に と

っ て み る と，自分 の 活 動や，故郷へ の エ
ー

ル で あ り，ま

た 自分 自身が 生 き て 来 た 歴 史 に つ い て 他 者 か ら認 め られ

る こ とにつ ながる．この 部分が台湾の 震災後の 社区総体

営造 の Z ニ
ー

ク さで あ り，台湾と 日本の 行政 ・専門家 ・

市民 ・
住 民の レ ベ ル で こ の 点 に つ い て議 論 ・

意 見の交 換

や 交流 が 進 め ば 良い と思 う．小 論 が それ に 役立 ち，現地

踏査 の 参考とな る こ とを願 う．

補注

｛1）日本 の 文化庁 に相 当す る機 閼．以 下 「文建 会 亅 と略 す．
（2）例 えば，行政院政務 委員の 林盛豊 は 「震災復興におい で大切

なの は ，以前 と同 じよ うな コ ミ ＝ ニ テ ィ に なる よ う．急 い で 再

建を行 な うこ とでは な く，『以 前 と同 じような コ ミュニ テ ィ に

なるよ う再建す るこ とが果た して 良い こ となの か どうか』 とい

一213 ・
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うこ とに つ い て 考え直すこ とか ら出発 し，時間 を かけて で も コ

ミュ ニ テ ィ の 自律性 ・自発性 を伸ば して行 くこ とが大切だ亅 と

述べ て い る、　 （記 録フ ィ ル ム ，行政院 文化建殿委員会： 呉念真，
r我們的故郷，我們 的故事」，第8巻，2002よ り）

（3｝台湾 中部，南 投県の 中興新村にある台湾歴 史資料館の
一

部

に設 けられ た 資料 室 に は，専門的に 台 湾の 震 災復興に 関す る展

示空間 が ある．こ こに は震 災復興社区 総体営 造に鬨す る展示 ブ

ース が あ る が ，こ の 展 示 バ ネ ル の 駅 に も
”

1ntegrated

DSsaster　ReconstructiDn
”

と書かれ て い る （20a3 年 ll 月 現

在），
（4） 例 えば 台 湾 研 究 を行 っ て い る 若 林 は ，社 区 総 体 営造

は
”COmmurlitY　Renaissance”と訳 して い る し，台湾宜蘭県で

1997 年に行 なわれ た社区 総体営造博覧会 を記念 し て 出版され た

冊子 の タ イ トル の 英駅に もrCoannity 　Renaissance
”
が 使われ て

い る．こ の こ とか ら，若 林の 著作が触れ てい る ま ちづ く りも，
社区総体営造 博覧会 に 関す る冊子 を発 行す る 中心 となっ た人々

の 所属す る コ ミュ ニ ティ も，どちらも台湾東部海岸に 近い 地 域

で 起 こ っ て い る こ と の よ う で あ る の で，こ の 頃 は，まだ，
Iategratedとい う二 とns強躙 され てい なか っ た時期で あるの か

もしれない 〔若林正 丈 ：もっ と知 りた い 台湾，ppi
−iii，！ggs よ

り｝．

（5｝文中の 事例 につ い て は，江鴻儒 ： 台湾社区総体営造の 軌跡、
台湾ま ちづ くり研 究会，2004．及 び，服 部 くみ 恵 ：住 民 主体の 小

さ な文 化遺産 の保存活動住民主体の 小さな文化遭産の 保存活動

一台湾 「二 結 」か ら 日本 の ま ち づ く りへ の メ ッ セ
ージー一， 「住

ま い ・ま ち学習亅 実践報告 ・論文集 5，住宅総合研究財団 2004，
な ど をに詳 しい ．

（6｝前述 の 記 録 フ ィ ル ム
， 行 政院文 化 建股 委員 会： 呉念奥 「我們

的故郷 ，我們 的故事亅，全 8巻，2002に よる．
  「族群亅 とは，民族やエ ス ； ッ ク グル

ープな どの こ とを言 う．
戒厳令下の 「中華文 化復興運動 」　「社 区発 展 』 で は、地方の 文

化や f族群亅 の 多様 性 は 尊 重 され て こ なか っ た．ま た 図 2 の 年

表 で 見 られ るよ うに，以前の 文 化敬策は ，　 「中華文化復 興運

動 亅 や 「社 区発展亅 の よ うなもの が ある が名 前の 通 D ，　 r中華

文 化 復興運動亅 は、中国風 の 文化の み に焦 点 を置い た もの で ，
そ の 他 多様性 の あ る文化 は尊重 され て こ な か っ た と言 える．ま

た r祉区発 展亅政策は，地域 に コ ミュニ テ ィ セ ン タ
ーを建設 す

る な ど，い わゆる 「ハ コ モ ノ建股」 の 運 動に 終始 した ため，逆

に 先住民族 な どの 祭 祀空間な どを文化的に 重要なもの を破壌 し

て しま うこ とも多か っ た． （中央祉 「新聞 百科亅 の ホ
ーム ベ ー

ジな ど参照．
http ：！！news ．　pehOtne．　c   マtrv！1ife！cna ／200308 ！21index−

2003e81218nlOI80276 ，html，ア クセ ス ロ 2004 年 9 月 2 日 ）

（8｝2004年 9 月 2H に 笹者が 行っ た 文建会へ の イ ン タ ビ ＝
一よ

り
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